
＃２６７「 ただのモノだけど」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第２０回です。 

お気づきの方もいらしゃるかもしれませんが、８期生受験戦記１回から

２０回全てにタイトルをつけました。是非通してお読みになって下さい。 

 

彼女たちの合格への歩みを語る時、合格メダルについて語らないわけに

いきません。例年の受験戦記でも何度か書いてきましたが、合格メダル

とは合格した生徒に贈るメダルではなく、合格への最大の後押しとなる

よう受験直前の年内最終授業に贈る、私と田宮からのメッセージを書い

たメダルです。(第一志望の直前には、生徒たちからも私たちにメッセージを

書き、私たちもそれを首にかけます。) 

 

ＲさんＳさんＫさんにとって、そのメダルには例年以上の重みと感慨が

あったのがよく分かりました。 

メダルへの想いについてまずは R さんの合格体験記から紹介します。 



『ついにメダル授与式となった。合格メダルはただのプラスチックと紙でしか

ないけど、そこにつまった先生や生徒の想いは、言葉では表せないほどに深く

大きく熱いものだ。それを先輩や後輩のいる教室で先生に言葉をかけてもらい、

うけとる。この式でずっと一緒に戦ってきたＫとＳはキャプテンに私はエース

になった。確かにＫやＳは私のとなりでずっと私がサボっていても走り続けて

刺激を与えてくれた。この時もＫとＳが戦友としていつもそばにいて刺激を与

えてくれる存在で本当によかったと思った。 

先生は私に TOP 最強女子だと言うことや誇りの弟子だということを言ってく

れた。ものすごくうれしかった。それからずっとメダルは首から下げて大切に

している。』 

メダル授与式でＲさんが式の後も、ずっと両手でメダルを覆うように握りしめ

て、何度もメッセージを読み返していた姿が今も胸に残っています。 

それはＳさんやＫさんも同じでした。 

 

続いて S さんの述懐です。 

『6T になると、メダル授与式や出陣式という式があることだ。どの式も自然

と力がわいてくるようなエネルギーになる。メダル授与式の時、先生は「この

メダルって本当に重いんだよ。」と言っていた。先生にかけてもらう前はもち



ろん実感していなかった。しかし、大井先生が 「Ｓを TOP８期生のキャプテ

ンに任命する。」といったとき、驚きと同時に重い想いが体にかかる感じがし

た。実際にかけて本当に重かった。メダルは、いってしまえばただの物だけど、

力になる場面がいくつもあった。メダルをにぎることで日本一の塾のキャプテ

ンである誇りや責任がわき原動力になったり、大井先生、田宮先生、チーム８

期生のみんなのお守りとしてにぎることで安心できたりする。雙葉の入試本番、

国語がはじまる前も、メダルをにぎってＲやＫや先生たち、家族のことを思い

だして、自分を落ちつかせていた。それを自然にやっていた。メダルは本当に

たくさんの想いで重かった。』 

この想いがＳさんの雙葉国語での圧倒的な答案につながりました。 

 

（第２１回につづく） 

 

２０２３年１１月２５日 

大井 雄之 


